
 

２０２２年３月２８日 

脱炭素・循環型社会の実現に向けた「環境ビジョン２０３０」を策定 
～「なにげない日々が、未来をうごかす」誰もが環境貢献しやすいまちづくりを目指します～ 

東急株式会社 

 

 

当社は、脱炭素・循環型社会の実現に向けた「環境ビジョン２０３０」を策定しました。環境と調和する街のコンセプト

として、「なにげない日々が、未来をうごかす」を掲げ、環境に良い行動が特別な負担感なく選択でき、誰もが持続可能

な社会と地域環境の再生に貢献できるまちづくりを目指します。 

 

本年９月に創立１００周年を迎える当社は、公共交通の整備を含めた都市開発を通じて、お客さま・地域の皆さまを

はじめとするステークホルダーとともに「人と街と環境の調和」を大切にしながら、「まちづくり」を進めてきました。   

２０１８年には、サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）として低炭素・循環型社会（２０２１年に脱炭素・循環型社会に

更新）を掲げ、取り組みを進める中で、連結環境目標における２０３０年目標の前倒しでの達成が見えてきました。 

 

今般、直面する地球の環境課題に対する取り組みとして、新たに環境ビジョンを策定するとともに、連結環境目標を

更新します。脱炭素社会の実現のため、地球温暖化を１．５℃に抑える水準を目指し、２０３０年までにＣＯ₂排出量   

４６．２％削減（基準年度２０１９年度比）・再エネ比率５０％、２０５０年までにＣＯ₂排出量実質ゼロ・再エネ比率１００％

を目指します。また、循環型社会実現に向けた目標も新たに設定し、これらの取り組み目標達成のため「アクション１１」

を定めました。 

 

具体的な取り組みとして、ＣＯ２排出量が実質ゼロとなる再生可能エネルギー由来の電力１００％での東急電鉄の全

路線の運行やサステナビリティ・リンク・ローンでの資金調達を決定しました。今後も、当社だけでなくあらゆるステーク

ホルダーとのパートナーシップで取り組み、環境に良い行動変容を後押しするサービスを提供することで、多くの方に

環境貢献を身近に感じていただき、皆さまと共に環境と調和する持続可能なまちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、別紙のとおりです。 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

＜取り組み目標＞ ＜環境と調和する街のイメージ図＞ 



 

【別紙】 

１．ＣＯ₂排出量削減目標（連結，Ｓｃｏｐｅ１，２）の今回目標と従来目標との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．環境と調和する街のコンセプト 

 

 

 

 

 

 

３．日本初、鉄軌道全路線を再生可能エネルギー由来の電力１００％にて運行 

 環境ビジョンで目指す誰もが環境貢献しやすいまちづくりの実現に向けて、４月１日（金）より、東急電鉄の鉄軌道全

路線を再生可能エネルギー由来の電力１００％※にて運行します。当社グループでもっとも多い年間約８億人のお客さ

まが利用する電車をＣＯ₂フリーな移動手段とすることで、多くの方に環境貢献を身近に感じていただき、利用促進とと

もに脱炭素社会に貢献していきます。 

※ＲＥ１００に対応したトラッキング付き非化石証書の活用による 

 （関連リリース：https://www.tokyu.co.jp/company/news/list/Pid=20220328-2.html） 

 

４．ＤＢＪ－対話型サステナビリティ・リンク・ローンでの資金調達 

 株式会社日本政策投資銀行（以下、ＤＢＪ）から、ＤＢＪ－対話型サステナビリティ・リンク・ローンでの資金調達を３月

３１日（木）より開始することが決定しました。当社は、貸付人であるＤＢＪと対話を通じて当社のサステナビリティ経営

高度化に資する適切なＫＰＩ（当社連結グループにおけるＣＯ₂排出量削減率）と目標（２０３０年ＣＯ₂排出量４６．２％削

減）を設定し、借入条件と連動させることで、サステナブル経営を推進します。 

 （関連リリース：https://www.tokyu.co.jp/company/news/list/Pid=20220328-3.html） 

 

５．参考資料 

 別紙 「環境ビジョン２０３０ ～なにげない日々が、未来をうごかす～」 

 

 

■ＳＤＧｓへの貢献について 

 

  当社グループは、”美しい生活環境の創造”を目指し、公共交通などの 

生活インフラ整備と一体となったサステナブルな「まちづくり」に取り組み、 

事業成長と社会課題解決を両立させ、ＳＤＧｓに貢献します。 

また、当社グループは「脱炭素・循環型社会」をサステナブル重要テーマ 

（マテリアリティ）としており、本リリースの取り組みで特に貢献するＳＤＧｓ 

は右記「脱炭素・循環型社会」に相当します。 

 

 

 

以  上 

従来目標 

２０３０年 電力使用 ３０％削減※ 

（基準年度 鉄道事業 ２０１０年、 

不動産事業その他 ２０１５年） 

 

２０５０年 実質０ 

       再エネ比率１００％ 

 

※２０２０年度実績で電力使用２７．６％削減を達成済み 

 

今回目標 

２０３０年 全エネルギー ４６．２％削減※ 

（基準年度 全事業 ２０１９年） 

再エネ比率５０％ 

 

２０５０年 実質０ 

再エネ比率１００％ 

 

※従来目標の基準年度比で５５．５％削減に相当 

 


